
７月３１日（日）～８月５日（金）【５泊６日】
参加者：石川県・岐阜県・長野県の小学校５．６年生　

３２名（石川県１６名、岐阜県１４名、長野県２名）

揚げ浜式製塩体験・塩汲み：能登から飛騨には、
古代より塩が運ばれていた。

乗鞍剣ヶ峰登山：貴重な塩を峠越えで運んだ歴
史体験のプログラム。

講義・演習：能登式製塩土器。塩は土器で運ば
れた。

初対面の子どもたちが長期宿泊体験の中で、人
間関係を育み、最後はひとつの輪になって踊り
ました。

～海から山へ！塩の道をたどる旅～
能登・乗鞍自立心を育む体験プログラム

　石川県羽咋市にある国立能登青少年交流の家と連携
し、２つの施設をつなぐ「塩の道」や「ぶり街道」と
いう歴史的背景を活用した新事業を実施しました。こ
の事業では自立心を育むことに重点をおいたため、兄
弟や友だち同士での参加は認めませんでした。５泊６
日の集団宿泊体験の中で人間関係を最初から作りなが
ら、集団生活のあり方や自立心を育む体験としました。

＜子どものことば＞
　普段では経験することができない塩づくりの貴
重な経験ができました。乗鞍登山は雨で寒くて大
変でしたが、頂上に着いたときは達成感がありま
した。指導の先生方や交流の家の職員のみなさん、
そしてここに参加させてくれた両親に感謝してい
ます。

＜参加児童の保護者のことば＞
・帰宅して急に大人になったような感じでした。外
に出すことの大切さを感じました。

・学校での行事に比べると細かく持ち物の指定があ
るわけではなく、自分で考えながら荷造りをして
いました。下に続く弟たちが参加できるよう、こ
の企画を続けて下さい。



基本プログラム

＜まとめ＞

　参加した子どもたちのアンケート分

析から、事業の中で有機的に結び付け

たプログラムをとおして「生きる力」

が向上し、統計的にも有意な結果を得

ることができた。この事業が自立心を

育む体験プログラムとしての有効性を

示したものと考えられる。当事業では、

それぞれの施設の特徴的なプログラ

ム、そして歴史的な背景を組みあわせ

てストーリー性のある事業を提供する

ことができた。今後は施設間が連携し

たモデル事業として、公立施設等にも

提供できるよう発展を目指したいと考

える。

　生きる力の変容は、「生きる
力」の得点として 28 項目の合
計値を、3 つの能力（心理的
社会的能力 14 項目、徳育的
能力 8 項目、身体的能力 6 項
目）の集計・分析をもとに明
らかにしています。

「生きる力」の変容

後 援 :岐阜県・愛知県・富山県・長野県・新潟県・石川県・福井県・高山市・飛騨市・下呂市・
白川村・金沢市・羽咋市の各教育委員会、飛騨高山乗鞍高原連絡協議会

協 力 :長野県阿南少年自然の家


